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特論Ａ 【 講義・ 演習】 ≪共通部分≫

共通必修講義・ 演習の目標

【 教育目標】  大学院医学研究科博士課程を 円滑に履修し 、 専攻分野の優れた論文作成に資する ために、 基

礎医学的、 なら びに臨床医学的研究に共通する 基本的な考え方と 、 知識・ 態度・ 技術を 習得

する 。

【 到達目標】 ①　 良い医学研究と はどのよう なも のかを 知り 、 医学研究のあるべき 姿を 説明出来る。

 ②　 医学研究の対象と なる 人たち の人権や個人情報を 守り つつ、 適切に研究を 遂行でき る 。

 ③　 具体的で、 実行可能な作業仮説を 樹立でき る。

 ④　 作業仮説に応じ た、 効率的な先行文献の検索ができ る 。

 ⑤　 英文の医学文献を 自由に読みこ なすこ と ができ る 。

 ⑥　 作業仮説を 適切に検証する ための研究デザイ ン を 提示でき る。

 ⑦　 研究計画の実施に必要な各種の申請書を 作成でき る。

 ⑧　 利用でき る 資源を 用い、 確実に研究を 遂行でき る 。

 ⑨　 研究の進行状況を 正し く 記録し たノ ート （ 実験ノ ート ） を 作成でき る 。

 ⑩　 基本的な統計手法を 用いて、 得ら れたデータ を 的確に解析でき る 。

 ⑪　 研究結果を わかり やすい図や表にまと めら れる 。

 ⑫　 学会発表のために、 わかり やすく 魅力的な抄録を 書く こ と ができ る。

 ⑬　 聴く 人にわかり やすい研究発表する こ と ができ る 。

 ⑭　 医学論文の構造の基本的事項を 述べるこ と ができ る。

 ⑮　 知的財産の管理方法について概説でき る 。
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令和 ４年度大学院医学研究科　 共通必修講義・ 演習

講義時間　 　 １３： ３0 ～ １４： ４0　 講義　 　 １４： ５0 ～ １６： 00　 講義あるいは演習

講義場所　 　 専門棟　 第 ９講義室　（ 第 8 回はＩ Ｔ 教室）

共通必修講義・ 演習の内容と 担当者

令和
４年度

開催日 共通講義・ 演習内容 担当者

第 １回
４／９

（ 土）

医学研究科の目指すも の
W ha t w e  a re  a im in g  a t in  ou r G ra d u a te  Schoo l o f Med ica l 
Sc ien ces

宮澤 正顯

（ 医学研究科長）

学位申請までの手続き

（ J a p a ne se  on ly ）

伊藤 彰彦

（ 医学研究科運営委員長）

第 ２回
４／１６

（ 土）

医学研究のあり 方 ＊

H ow  shou ld  y ou  c ond uc t g ood  med ic a l sc ie nce ?

宮澤 正顯

（ 免疫応答制御学・ 教授）

第 ３回
４／２３

（ 土）

知的財産管理の基本

（ J a p a ne se  on ly ）

小橋 　 馨

（ 近畿大学法学部・ 教授）

第 ４回
５／１４

（ 土）

研究倫理（ バイ オエシッ ク ス） と 個人情報保護

B ioe th ic s a n d  p r iv a c y  p ro te c tio n

西尾 和人

（ 分子腫瘍病態学・ 教授）

第 ５回
５／２１

（ 土）

科学におけるデータ プレゼンテーショ ン ＊

P re sen ta tio n  o f d a ta  in  sc ie n ce

重吉 康史

（神経構造機能学 ・ 教授）

第 ６回
５／２８

（ 土）

英語医学論文の書き 方
H ow  to  w r ite  life  sc ie nce  p a pe r in  En g lish （ fo r sy stema tic  
p re pa ra tio n  o f y ou r p a pe r w r itin g ）

岡田 　 斉

（ 細胞病態制御学・ 教授）

第 ７回
６／４

（ 土）

間違いやすい統計解析 ＊

In trod uc tio n  to  B io sta tis tic s

千葉 康敬

（ 臨床研究セン タ ー・ 准教授）

第 ８回
６／１１

（ 土）

良い研究を知るための文献検索法
H ow  to  sta n d  on  th e  shou lde rs o f G ia n ts th rou g h  p rope r 
documen t se a rc h in g

宮澤 正顯

（ 免疫応答制御学・ 教授）

第 ９回
６／１８

（ 土）

研究の意義と 進め方～目的指向型研究の進め方～ 
Sig n if ic a n ce  a n d  p roced u re  o f re sea rc h ; H y po th es is-
or ien te d  rese a rc h

永井 義隆

（ 神経病態制御学・ 教授）

第１０回
６／２５

（ 土）

人を対象にし た研究のデザイ ン ＊

In trod uc tio n  to  C lin ic a l Stu d ie s

高嶋 直敬

（ 疫学・ 健康科学・ 准教授）

第１１回
７／２

（ 土）

基礎研究から 臨床研究へ

Bench  to  Bed s ide , Bed s id e  to  Bench

梶　  博史

（ 分子生体制御学 ・ 教授）

第１２回
７／９

（ 土）

ヒ ト に由来する研究試料の取り 扱い ＊

H a nd lin g  o f h uma n  sa mp le s in  med ic a l rese a rc hes

伊藤 彰彦

（ 病因病態探索学・ 教授）

＊は、 関連の解説論文を 近畿大学医学雑誌に掲載済み。

日程・ 講義場所は変更になる 場合があり ます。 変更が生じ た場合は Universal  Passpor t で通知し ます。
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